令和元年度　第１回建設事業評価審議会都市整備部会議事概要

日　　時　令和元年５月15日（水）　10時00分～12時00分
場　　所　大阪赤十字会館４階401会議室
出席委員　松島部会長・伊藤委員・恩地委員・北詰委員・酒井委員・藤原委員・門上委員
（７名）

議　　題　（１）審議対象事業について

　　　　　（２）その他

【議事概要】（◆部会長、事務局等の説明等、○委員の発言、⇒部局等の応答）

（１）審議対象事業について

◆　事務局から配付資料に基づき説明

　資料１　　：委員名簿

資料２　　：大阪府建設事業評価審議会　都市整備部会　運営要領
資料３　　：審議予定案件一覧
資料４　　：審議等スケジュール（案）
資料５　　：対応方針・評価結果の定義
資料６　　：追加説明資料

資料７－１：評価調書

資料７－２：評価調書（図面）

◆［部会長］
　では、審議に入る。

本日は、今年度の審議対象事業のうち、事前評価案件の道路事業の説明を聞き、審議を行いたい。

それでは、ご説明をお願いする。

⇒［都市整備部交通道路室］
資料６「追加説明資料」に基づいて説明。

（主要地方道枚方高槻線（都市計画道路牧野高槻線）道路改良事業及び関連道路改良事業）
・主要地方道枚方高槻線は、１級河川淀川を橋梁によって渡河し、枚方市と高槻市を結ぶ幹線道路
・隣接道路の国道170号線及び主要地方道京都守口線の交通が枚方大橋に集中し、慢性的な渋滞が発生している
・本路線の整備は、枚方大橋に集中する交通を、橋梁を渡河することで分散し渋滞の緩和に寄与する
・また主要地方道枚方高槻線の整備に伴い交通量が増加する主要地方道京都守口線の一部を2車線から4車線に拡幅する

・全体事業費は約253億円、内訳としては調査費等が約3億円、用地費等が約40億円、工事費が約210億円
・事業完了予定は、令和11年度を予定

・B/Cとしては11.10
・対応方針（原案）は「事業実施」
・理由としては①枚方大橋に集中する交通が主要地方道枚方高槻線に転換されることで渋滞緩和が図られる②枚方大橋より北側に淀川を渡河する道路橋梁として整備することで南海トラフ地震などの大規模災害時において、近隣市における医療施設の活用等の連携が可能となり防災面の強化につながる③枚方市と高槻市が結ばれることで人流、物流、商業、工業等の都市空間交流が促進し、大阪府北東部の発展に寄与するため
◆［部会長］
ご質問等はないか。

· B/Cの説明にある社会的割引率の4％の位置づけはどういったものか。
⇒［都市整備部交通道路室］

事業にかかる費用と便益を今の価値に換算するための数字。4％というのは国土交通省のマニュアルで決められている。
· 便益の計算で50年という数字は橋の耐用年数なのか、それともマニュアルで決まっているのか。マニュアル以外の考え方などはあるのか
⇒［都市整備部交通道路室］
数字は国のマニュアルで定められており、独自の計算などは盛り込んでいない。

· この事業は必要性が高いと感じるが人口規模80万人がある中で12キロの区間に橋がなかったのはなぜなのか。他にも淀川を南北に見た場合このような区間があるのか。
⇒［都市整備部交通道路室］
　　道路計画はあったが整備のタイミングが合わなかったと考えられる。枚方大橋の下流には淀川新橋がある。約4.4キロ離れている。更にそこから約1.6キロ下流には鳥飼仁和寺大橋という有料の橋がある。
· 2点おしえてください。①混雑度の計算方法と数字は1に近づけばいいのか。②環境アセスは行わないが別の調査を行うとのこと、どういった調査をしているのか。
⇒［都市整備部交通道路室］
1 混雑度は実測及び予測された交通量を交通の容量で割って算出する。数字は1に近いほど渋滞が緩和しているとされている。今回の枚方高槻線の整備で混雑度2.24から1.46になるので渋滞の緩和が図られていると考えられる。

2 次回審議にて、現在実施している環境調査の内容をご説明いたします。
· 3点質問いたします。①交通事故減少便益についてはリンク交通量部分とリンク交差点部分のどちらがマイナスになるのか。片方がプラスでそれを超えるマイナスがあるのかまたは両方共がマイナスなのか。②整備により枚方大橋の混雑度は減少するが新しくできる橋へのアクセスは増え、その道路の混雑は増すがその影響はどうなのか③新名神高速道路ができた時に広域移動をする人が一般道へどのように転換するのか。
⇒［都市整備部交通道路室］
1 次回審議にて説明いたします。
2 整備により京都守口線の交通量が増えるが、現状の2車線を4車線拡幅する予定である。それにより混雑度は増えないと考えている。枚方高槻線から南側については、そのまま2車線だが、今回の渡河橋の方に分担されるということで南の方は、影響は少ないと考えている。

3 整備をすることで、枚方側からは新名神高速道路から京都八幡ICで降りて枚方高槻線を通行し大阪市域へ向かう交通が発生する。高槻側からは高槻市域に住んでいる府民が枚方高槻線を通行し、京都八幡ICを通行し東方面へ向かう交通が発生する。枚方市域に住んでいる人が枚方高槻線を通行し、高槻ICを通行し西方面へ向かう交通が発生する。
〇　渋滞緩和、改善、緩和の表現について、混雑度がどこまでだったら緩和でどれが解消で、どれが改善かといった決まりはあるか。

⇒［都市整備部交通道路室］

　　混雑度が1.0以下であれば解消としているが、表現については統一する。
· 防災の連携とあるが現状でどんな交流があるのか
⇒［都市整備部交通道路室］
　　地域防災拠点病院として高槻市に三島救命救急センター、大阪医科大学付属病院の2つ病院が、枚方市には関西医科大学が位置付けられている。また後方支援活動拠点として枚方市側に山田池公園が指定されている。現在は枚方大橋だけなので、枚方高槻線が整備されることで防災機能が強化される。
· 用地費等の40億円については、道路延長の部分なのか橋を架ける基礎の部分なのか。また用地買収見込みはどうなのか。
⇒［都市整備部交通道路室］

　　京都守口線の拡幅と枚方高槻線の橋の取り付け部、国道170号に接続する部分の用地買収が必要。交渉については地域の方と協議をし進めていく。
· 枚方大橋の渋滞が緩和されるとあるが見込みの数字なのか。
⇒［都市整備部交通道路室］

　　令和12年（2030年度）の交通予測量を用いており、枚方高槻線が整備されることで計算を行い、渋滞が緩和されると考えている。

· 枚方大橋と新名神高速道路からの転換が単純に枚方高槻線に来るわけでなく他にも増加要因もあるのか。
⇒［都市整備部交通道路室］
転換以外にも増加する要因がある。
· 植樹帯の設置予定はありますか。
⇒［都市整備部交通道路室］
　　今のところはありません。
· 自転車通行帯については、拡幅する場所にのみ設置するのか。
⇒［都市整備部交通道路室］

　　拡幅しない場所にも現状自転車専用通行帯があり、自転車ネットワークとして繋がっていく。
· 自転車道と自転車専用通行帯の違いはなにか。
⇒［都市整備部交通道路室］
　　自転車道とは、自転車・歩行者を分離した構造となり、自転車のみが通行する場所を設けたものであり、自転車専用通行帯は車道の路肩部分に青色の矢羽や実線を引き自転車が通れる部分を明示しているもの。
◆［部会長］
次回2点ご説明をお願いします。
1 環境調査について
2 交通事故減少便益について、リンク交通量部分とリンク交差点部分の内訳は。
◆［部会長］

今年度の審議予定案件について、一括して府民意見と意見陳述の募集を行いたいと思うが、異議がないようなので、募集の手続きをお願いしたい。

◆（現地視察について）
日　　時：令和元年6月3日（月）、7日（金）

視察箇所：①枚方高槻線と国道170号線高槻東道路
◆［部会長］
　　本日予定していた審議は以上をもって終了する。
以上
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